
ワイヤーロープの張り方により吊り金具に作用する力
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注）

２．ガウジング（裏はつり）による完全溶け込み溶接とする。
３．開先部のすみ肉溶接Ｓは６mm以上とするが、溶接部の強度
　　計算には含めないものとする。

１．吊り金具の溶接は工場溶接とする。

すみ肉溶接の場合
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注）
１．吊り金具の溶接は工場溶接とする。
２．すみ肉溶接Ｓは６mm以上とし、溶接端部は廻し溶接する。
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吊り金具の基本構造 補強リブによる補強例溶接

吊り荷腹板tの引張力に対する有効幅の推定
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【シャックルタイプの使用方法について】

(BA・BB) (SA・SB)

B形(バウ) S形(ストレート)

シャックルの構造
吊り金具の構造

１．ワイヤロープを複数本使用する場合で、シャックル内で
　　重なる場合は、必ずバウ形を使用すること。


